
第1回 藤沢市地球温暖化対策研究会資料

カーボンニュートラルの動向と
サステナブルファイナンスについて

かながわ信用金庫



『かなしん』は、藤沢市内11店舗で、

地域に寄り添うサービスに努めています。

創 立 昭和26年3月

店 舗 数 50店舗 + かなしんよろず相談承り処

役職員数 753名

預金残高 1兆3,544億円

貸出金残高 6,468億円

【かなしん 藤沢営業部】

※令和5年3月末現在
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カーボンニュートラルの動向について
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「GX実現に向けた基本方針」（経済産業省）

「GX実現に向けた基本方針」

（2023年2月10日閣議決定）

昨年2月のロシアによるウクライナ侵略以降、エネル
ギー安定供給の確保が世界的に大きな課題となる中、
GX（グリーントランスフォーメーション）※を通じた脱炭
素、エネルギー安定供給、経済成長の3つを同時に
実現する、今後10年を見据えた基本方針。
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※ GX（グリーントランスフォーメーション）

産業革命以来の化石エネルギー中心の産業構造・社会構造を
クリーンエネルギー中止へ転換し、経済社会システム全体を変
革する取組

（出典：経済産業省 「GX実現に向けた基本方針」 ）



「GX実現に向けた基本方針」ロードマップ・事例 （抜粋）

4（出典：経済産業省「GX実現に向けた基本方針」 ）



TCFDにおけるサプライチェーン排出量の開示

5（出典：環境省「サプライチェーン排出量の算定と削減に向けて」）



サプライチェーン排出量とは
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Scope1：事業者自らによる温室効果ガスの直接排出(燃料の燃焼、工業プロセス)
Scope2 : 他社から供給された電気、熱・蒸気の使用に伴う間接排出
Scope3 : Scope1、Scope2以外の間接排出(事業者の活動に関連する他社の排出)

（出典：環境省「サプライチェーン排出量の算定と削減に向けて」）



Scope3の代表カテゴリの算定方法

7（出典：環境省「サプライチェーン排出量の算定と削減に向けて」）



自社の排出からサプライチェーン全体の排出へ
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【Scope3の15のカテゴリ分類】

【カテゴリ1の削減目標例】
【他カテゴリの削減目標例】

（出典：環境省「サプライチェーン排出量の算定と削減に向けて」）



サプライチェーン排出量算定の4つのステップと削減事例

9（出典：環境省「サプライチェーン排出量の算定と削減に向けて」）



サプライチェーン排出量の開示はESG投資につながる

10（出典：環境省「サプライチェーン排出量の算定と削減に向けて」）



サスティナブルファイナンス①
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概要：企業や地方自治体等が、国内外のグリーンプロジェクトに要する資金を調達する際に用いられる融資
（環境省GLガイドライン・GL原則に即す）

・調達資金の使途が明確な環境改善効果をもたらすグリーン
プロジェクトに限定

（再エネやグリーンビルディング開発プロジェクト等）
・プロジェクトの評価・選定プロセス
・調達資金の追跡管理
・融資後のレポーティングを実施（年1回程度）

〇サステナビリティ経営の高度化
グリーンローンに関する取組を通じて、TCFD

等の ESG情報開示の要請に応え、ESG 評価が向上
し、企業価値の向上に繋がる。

〇地球環境の保全への貢献
グリーンローンの普及を通じたグリーンプロジェクトの推進に
より、エネルギーコストの低減、エネルギー安全保障の強化、
地域経済活性化、災害時のレジリエンスの向上等に資する。

グリーンローン

（出典：環境省「グリーンローン及びサステナビリティ・リンク・ローンガイドライン」）



サスティナブルファイナンス②
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概要：サステナビリティ・パフォ ーマンス・ターゲット（SPTs）を達成することを奨励するローン
（環境省SLLガイドライン・SLL原則に即す）

・サステナビリティ・リンク・ローンは、グリーンローンと異なり、
調達資金の融資対象が特定のプロジェクトに限定されず、
一般事業目的に使用される

・サステナビリティ目標と重要業績評価指標（KPI）で測定
される適切なSPTsの関係整理及び評価・測定

・融資後のレポーティングを実施（年1回程度）

〇サステナビリティ経営の高度化
KPIの選択とSPTsの設定により、競合他社と比較した

場合の借り手のサステナビリティの評価の差別化に役立つ。
また、自社のみならず、 ESG課題への対応としてサプライ
チェーン全体の管理を強化することで、サプライチェーン全体
に おけるサステナビリティ経営の強化につながる。

〇貸出条件等におけるインセンティブ
サステナビリティ・パフォーマンスの向上を促すため、SPTsに

連動して金利が変動する等のインセンティブが組込み、サステ
ナビリティ経営を高度化することによって、ESG融資を選好す
る金融機関等から、比較的好条件で資金を調達できる可能性がある

サステナビリティ・リンク・ローン

（出典：環境省「グリーンローン及びサステナビリティ・リンク・ローンガイドライン」）



サスティナブルファイナンス③
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概要：環境・社会・経済の3側面について、ポジティブ（正）、ネガティブ（負）インパクトの両面からインパクトを評価し、プラス
の貢献をもたらす取組を支援する融資
（環境省インパクトファイナンスの基本的考え方・PIF原則に即す）

〇インパクトファイナンスの意義
投融資や企業の事業活動におけるポジティブなインパクトへ

の意図やコミットメントの可視化により、投融資先企業や金融
機関/投資家自身の価値・競争力の維持・向上につながると
ともに、それらが両輪となって拡大することで、アフターコロナの社
会づくりの軸となる社会全体のサステナビリティ向上を支えるも
のとなる。

ポジティブインパクトファイナンス

（出典：経済産業省「カーボンニュートラルと地域企業の対応」〈事業環境の変化と取組の方向性〉）

（出典：環境省資料「インパクトファイナンスについて」）



経済がグローバル化する中、地域企業は地域経済の一員として、気候変動やSDGsの世界的な問題の影響も受けなが ら、高
齢化や人手不足といった地域社会の重要課題に直面している。

地域経済の活性化に向けて、地域金融機関は自治体等と連携し、地域資源の活用・地域課題の解決に取り組んでいくべき重
要なポジションにある。
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地域循環共生圏づくりに貢献

SDGsやSociety 5.0の実現にもつながる

地域経済エコシステム

（出典：環境省「ESG地域金融実践ガイド 2.1」）



最後に

かながわ信用金庫は、事業者の皆様の持続可能な目標達

成に向け、皆様と伴走しながらソリューションを提供できる信用金

庫を目指します。

ご清聴ありがとうございました。
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